














要約:平成 6年に保健室頻回来室者の実態を把握するために,養護教諭と本人に対して行っ

たアンケート調査の追跡調査を平成 7 年に行ない,保健室頻回来室継続群と改善群を比較

検討した。また,心身症予備群のスクリーニングを試みた中学枚を対象に,定期的に学校と

連携をとり前方視的検討を行った。さらに,沖縄県の中学生における自覚症状からみた過

敏性腸症候群(以下 IBS)についても,検討を行なった結果を報告した。


